
算出根拠
※（独）宇宙航空研究開発機構が行う基礎研究及び基盤的研究開発
並びに人工衛星等の開発、打上げ、運用等を総合的に実施するうえで
必要な交付金のため、単位当たりコストの算出は困難

計 122,426百万円 146,089百万円

単位当たり
コスト

平
成
2
3
・

2
4
年
度
予
算

内
訳

費　　目 23年度当初予算 24年度要求 主な増減理由

146,089百万円

20年度

独立行政法人宇宙航空
研究開発機構運営費交

付金
122,426百万円

ALOS-2、3、ASTRO-Hの開発の本格化に伴う増

21年度 22年度 23年度活動見込

－ －

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

成果指標

＜航空科学技術＞
実績：CO2低減（燃費向上）技術と低騒音化技術の向上、クリーンエ
ンジン技術として有害物質NOxの排出量の低減、乱気流検知技術と
して世界最高性能のドップラー・ライダーに関する研究開発を実施。
＜基礎・基盤的な研究開発＞
平成22年度までに、ロケットや衛星の製造に重要な15件の戦略部品
（特に重要な部品）、14件の戦略機器の開発を実施し、その製造能力
を確保。平成23年度に、衛星の小型高機能化や高精度天文観測な
どに貢献する戦略部品・機器に着手する予定。

独立行政法人評価委員会による評価結果
（宇宙航空研究開発機構の行う事業は中期計画及び年
度計画により定性的、定量的な目標を定めており、毎年
度、独立行政法人評価委員会による達成度の評価を受
けているため、これをもって成果実績とする。）
※「地球観測衛星の開発に必要な経費」、「国際宇宙ス
テーション開発に必要な経費」による実績も一部含まれ
る

活動指標

0 0

100.0%

－

122,426

0 0

目標値
（　　年度）

20年度 21年度

－

活動実績

（当初見込
み）

－

単位

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

宇宙基本法
独立行政法人宇宙航空研究開発機構法第18条第1項

関係する計画、
通知等

独立行政法人宇宙航空研究開発機構第2期中期計画
宇宙基本計画（平成21年6月 宇宙開発戦略本部決定） 等

事業の目的

　大学との共同等による宇宙科学に関する学術研究、宇宙科学技術に関する基礎研究及び宇宙に関する基盤的研究開発並びに人工衛
星等の開発、打上げ、追跡及び運用並びにこれらに関連する業務を、平和の目的に限り、総合的かつ計画的に行うとともに、航空科学技
術に関する基礎研究及び航空に関する基盤的研究開発並びにこれらに関連する業務を総合的に行うことにより、大学等における学術研
究の発展、宇宙科学技術及び航空科学技術の水準の向上並びに宇宙の開発及び利用の促進を図ることを目的とする。

事業概要

130,227

関係府省と緊密に連携しながら以下の施策を推進する。
○社会的ニーズの高い災害・測位衛星の開発等を通じ、新たな利用の創出を図る「衛星による宇宙利用」
○我が国の特徴を活かした独創的かつ先端的な研究を推進するとともに、未知のフロンティアである宇宙の探査に挑戦する「宇宙科学・
宇宙探査」
○国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）/日本実験棟「きぼう」を利用した「宇宙環境利用の推進」
○宇宙空間へのアクセスを可能とする手段として、自立的な宇宙活動の根幹である「宇宙輸送システム」
○民間では保有困難な大型・高性能の風洞施設等の試験設備を整備・供用し、航空科学技術に係る先端的・基盤的な研究開発を実施す
る「航空科学技術」
○ロケットや衛星に係る信頼性向上や宇宙航空科学技術に係る基礎・基盤的な研究開発を実施する「基礎・基盤的な研究開発」

予算額・
執行額

（単位:百万円）

20年度 21年度

補正予算

執行額

0

計

3,711

130,227 143,414 130,392

23年度

22年度単位

146,089

100.0%

143,414 130,392

Ｓ：5/32項目
Ａ：26/32項目
Ｂ：1/32項目

＜宇宙輸送システム＞
平成16年度以降、毎年確実に１～３機の基幹ロケット打上げに成功。
また、小型衛星等の打上げに柔軟かつ効率的に対応する次期固体
ロケット「イプシロンロケット」の開発を平成22年度に開始。
＜衛星による宇宙利用＞
陸域観測技術衛星「だいち」データの様々な分野での研究や実利用
への活用、陸域観測技術衛星２号（ALOS-2）の開発、平成20年度に
打ち上げた超高速インターネット衛星「きずな」によるブロードバンド通
信に関する実証等、平成22年度に打ち上げた準天頂衛星初号機「み
ちびき」による衛星測位技術の実証等を実施。
＜国際宇宙ステーション＞
平成20年に「きぼう」の利用を開始し、平成23年3月時点で42課題
（テーマ）の軌道上実験を完了。平成23年度は、継続分も含め29課題
の軌道上実験を実施予定。また、マレーシアのタンパク質結晶生成
実験等、アジア諸国によるＩＳＳ利用を推進。
＜宇宙科学・宇宙探査＞
６機の科学衛星の運用、データ取得等、平成19年度に打ち上げた月
周回衛星「かぐや」による月周回軌道観測等、平成22年度に打ち上
げた金星探査機「あかつき」の運用等（金星周回軌道投入時に推進
力が足りず予定軌道へ投入できなかったため、原因究明及び今後の
再投入の可能性について検討中）、平成22年度に打ち上げた小型
ソーラー電力セイル実証機「IKAROS」によるソーラーセイル技術の実
証等、小惑星探査機「はやぶさ」の地球帰還運用等、X 線天文衛星
「ASTRO-H」、国際共同水星探査計画「BepiColombo」の「水星磁気
圏探査機」、小型科学衛星1号機等の開発、「はやぶさ２」の開発移行
準備等を実施。

Ｓ：3/32項目
Ａ：28/32項目
Ｂ：1/32項目

－

成果実
績

Ｓ：7/32項目
Ａ：24/32項目
Ｂ：1/32項目

Ｓ：特に優れた実績を上げている
Ａ：達成度100％以上
Ｂ：達成度70％～100％

事業番号 0307
　　　　　　　　　　　　　平成２３年行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

研究開発局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成15年度～ 担当課室 宇宙開発利用課
宇宙開発利用課長

佐伯　浩治

事業名 担当部局庁
独立行政法人宇宙航空研究開発機構運営費交付金に
必要な経費

22年度

会計区分

執行率（％）

一般会計 施策名 Ⅹ-6　宇宙・航空分野の研究・開発・利用の推進

100.0%

実施方法 ■直接実施　　　　　　　□業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　□その他

0

24年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 130,227 139,703 130,392 122,426 146,089

繰越し等 0

－

(  －  ) (  －  )



【事業仕分け第１弾】
・3-33　GXロケット　〈結果〉来年度の予算計上は見送り
・3-34　宇宙ステーション補給機（HTV)／衛星打上げ（24年度以降打上げ分）　〈結果〉予算要求の縮減（１割）
【事業仕分け第２弾】
・B-11-(1)　航空科学技術事業　（結果）航空科学技術事業、宇宙航空技術基盤の強化
・B-11-(2)　宇宙航空技術基盤の強化　（結果）ガバナンスの一層の強化、民間資金のより一層の活用
・B-11-(3)　ＪＡＸＡｉ（広報施設）の運営　（結果）ＪＡＸＡｉ（広報施設）の運営事業の廃止
【事業仕分け第３弾】
・A-23　国際宇宙ステーション開発に必要な経費（（独）宇宙航空研究開発機構）、地球観測衛星の開発に必要な経費（（独）宇宙航空研究開発機構）、（独）
宇宙航空研究開発機構運営費交付金、（独）宇宙航空研究開発機構施設整備に必要な経費　（結果）見直しを行う（平成22年度当初予算水準を維持）

活
動
実
績

、
成
果

実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○

点
検
結
果

○LNG推進系については、これまでの研究開発の成果を活用しつつ、性能を向上したLNGエンジンの設計、試作、燃焼試験等を着実に実施し、高性
能化・高信頼性化などの必要最小限な基礎的・基盤的な研究開発を推進している。
○研究プロジェクトの重点化については、宇宙基本計画（平成21年9月　宇宙開発戦略本部決定）を踏まえつつ、国際宇宙ステーション計画等の国
際協力上重要なプロジェクトや、探査対象との位置関係から打上げ時期に制約のあるプロジェクトに優先的に取り組むこととし、新規プロジェクトは
基幹ロケットの高度化を除き見送る等、プロジェクトの選択と集中に取り組んでいる。
○個々のプロジェクトについて、適切なミッション要求条件を規定し、それに基づき、開発メーカを技術提案方式（RFP）等により選定することにより、
競争的環境を整備するとともに、契約を行う企業に対してはコストの妥当性を担保できる仕組みを構築する等、開発及び運用等のコストの効率化を
図っている。
○一般業務、研究開発業務等に係るリスク縮減活動を展開し、また、複数の方法により国民の意見を幅広く聞くための機会を設け、聴取した意見に
ついては理事会議等で経営層が共有し、業務運営に適正に反映する仕組みを維持している等、内部統制強化に向けた取り組みを実施している。
○産業界との連携・協力、支援が積極的に行われ連携協力協定、共同研究やライセンス契約の実績件数が年度計画に比べても多く、外国衛星の
受注の成功、宇宙オープンラボの成果を活用した製品開発など、成果も挙がっている。
○契約については、真にやむを得ないものを除き、原則として一般競争入札等によることとしており、随意契約見直し計画を策定し、随意契約の割
合を着実に低下させている。また、一般競争入札等により契約する場合であっても、真に競争性、透明性が確保されるよう留意することとしており、
一者応札となった案件について仕様書を受領した企業にアンケート調査を行い、仕様書の要求事項の明確化、適切な履行期間の確保などの改善を
進めている。
○JAXAiについては平成22年12月28日に閉館後、原状回復のうえ、平成22年度末をもって賃貸借を終了した。また、平成24年度末迄に東京事務所
（丸の内）及び大手町分室（丸の内）について、整理統合を行い移転し、借上げ費用の一層の削減を図るよう具体的な検討を進めている。

資
金
の
流
れ

、
費

目
・
使
途

△ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

－ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

一部改善

１．事業評価の観点：この事業は、宇宙・航空科学技術に関する基礎研究及び基盤的研究開発、人工衛星等の開発や打上げ等に取り組む
宇宙航空研究開発機構の運営に必要な運営費交付金を支出するものである。

２．所見：過去の事業仕分け等を踏まえて予定していた液化天然ガス（LNG）推進系プロジェクトの基礎研究段階への移行を着実に進めると
ともに、科学的価値、期待される成果、技術的実現性、国際協力・外交といった様々な観点からプロジェクトの優先順位をつけ、選択と集中
を図るべきである。また、衛星等の運用コストの効率化及び更新計画の見直し等を行いつつ、昨年の独立行政法人の事業仕分け等を踏ま
え、ガバナンスの強化及び民間資金の活用に取り組むとともに、昨年の公開プロセスでの指摘等を踏まえ、引き続き、競争参加条件等のよ
り一層の見直しを図るなど、契約の競争性、公平性、透明性の確保等により、事業の効率化を一層進めるべきである。

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

予算監視・効率化チームの所見

－ 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

○

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

－ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

目
的
・
予

算
の
状
況

○

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業ではない
か。

宇宙開発の特殊性により一定の一者入札が避けられな
いものもあるが、随意契約事前確認公募を含め、どうし
ても避けられない契約以外の契約については、引き続き
条件等を見直し、競争化を進めることが必要である。

○LNG研究開発については、これまでの成果（世界で初めてLNGエンジン開発完了の目処など）を踏まえて、国内外のロケット推進系や軌道間輸送機など
に向けて　エンジン仕様を見直し（小推力化、比推力向上）、汎用性のあるLNGエンジンの実現に向けた技術基盤を確立するために必要最小限の規模での
研究開発に移行した。
○研究プロジェクトの重点化については、宇宙基本計画（平成21年9月　宇宙開発戦略本部決定）及び宇宙開発戦略本部の決定文書（「宇宙分野における
重点施策」、「当面の宇宙政策の推進について」）を踏まえつつも選択と集中を行い、平成24年度においては概算要求段階で、災害監視に資する衛星プロ
ジェクトや小惑星探査等の我が国が強みを持つ分野のプロジェクトに優先的に取り組むこととし、予定されていた新規プロジェクトは小型科学衛星2号機を
除き全て着手を見送った。
○研究ガバナンスの強化（客観性、効率性、可視性の向上）のため、主に以下に焦点を当てて社内の研究評価プロセスの改善を行っている。１）研究出口
の明確化（機構内外の研究成果の受け取り手からのコミット/コメントを受ける）、２）有識者による研究の意義・価値評価（従来の技術的評価に評価者を追
加）
○民間資金を一層活用する具体的方策については、衛星運用に民間資金を活用する方策として、平成23年４月から陸域観測技術衛星「だいち」（ALOS）の
観測データの処理・提供を民間事業者が実施する仕組み（パブリック・プライベート・パートナーシップ：PPP）を開始し、これによりデータ利用市場の拡大に
よるJAXAへのロイヤリティ収入の拡大の他、経費の縮減を進めている。
○入札公告前に、チェックシートを用いて競争性を妨げる要因がないかを自己点検し、結果として一者応札・応募となった場合は、契約審査委員会で事後
点検を実施している。また、競争契約に係る仕様書を受領した業者を対象に、入札に関して意見を求めるウェブアンケートを実施し、競争性、公平性、透明
性の確保を図っている。
○事業仕分け（平成22年11月）結果を踏まえて、事業運営費、間接費に係わる作業の効率化による予算の縮減し、概算要求に▲458百万円反映した。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

【企画競争等・ 【随意契約・ 【企画競争等・ 【競争入札・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【競争入札・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【企画競争等・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

・平成２２年度追跡
管制運用業務委
託

【Ｂ－７】 【Ｂ－８】

・超低高度衛星技
術試験機（ＳＬＡＴ
Ｓ）の開発

・Ｈ－IIＡロケットＳ
ＲＢ－Ａ　Ａ３ノズル
の信頼性向上

・準天頂測位衛星
初号機の開発

・高精度測位実験
システムの開発

【Ｂ】

衛星による宇宙利用

【Ｂ－５】 【Ｂ－６】

・平成２２年度地球
観測業務請負（解
析研究関連）

・静止観測衛星シ
ステム　衛星バス
システム軽量化技
術の研究

・静止観測衛星シ
ステム 高精度・高
安定度指向制御
技術の研究

【Ｂ－１】 【Ｂ－２】 【Ｂ－３】 【Ｂ－４】 【Ｂ－９】

・陸域観測技術衛
星２号（ＡＬＯＳ－
２）衛星システム及
び衛星管制・ミッ
ション運用システ
ムの開発

【Ｂ－１０】

・平成２０年度～平
成２２年度　地球
観測業務委託（処
理提供関連）

・日本電気（株）・三菱電機（株）

・445百万円 ・430百万円

・三菱電機（株）

事業概要

静止観測衛星シス
テムの高精度・高
安定度指向制御
技術に関する研究
を行う。

静止観測衛星シス
テムの衛星バスシ
ステムの軽量化に
ついて研究を行
う。

・389百万円

・三菱電機（株） ・（株）ＩＨＩエアロス
ペース

・三菱電機（株）

事業概要

・759百万円 ・728百万円 ・530百万円

・（財）ﾘﾓｰﾄ・ｾﾝｼﾝ
ｸﾞ技術ｾﾝﾀｰ

・日本電気（株） ・宇宙技術開発
（株）

・（財）ﾘﾓｰﾄ・ｾﾝｼﾝ
ｸﾞ技術ｾﾝﾀｰ

・1,030百万円

陸域観測技術衛
星２号の開発を行
う。

Ｈ－IIＡロケットＳＲ
Ｂ－Ａ　Ａ３ノズル
の信頼性向上を図
ることを目的として
設計変更等を行
う。

準天頂測位衛星
初号機の開発を行
う。

地球観測センター
の事業運営業務、
ＡＬＯＳ、ＴＲＭＭ、
ＡＭＳＲ－Ｅ、ＡＤＥ
ＯＳ－２、ＥＯＩＳの
運用業務を行う。

事業概要

・7,191百万円 ・1,163百万円 ・1,128百万円

事業概要 事業概要

人工衛星の追跡
管制運用業務及び
追跡関連施設の
設備維持業務を行
う。

事業概要 事業概要

超低高度衛星技
術試験機（ＳＬＡＴ
Ｓ）の衛星システム
の設計を行う。

事業概要 事業概要

衛星利用研究及び
解析研究にかかる
業務を行う。（ＡＬＯ
Ｓ、ＴＲＭＭ、ＡＤＥ
ＯＳ－Ⅱ）

高精度測位実験シ
ステムの開発を行
う。

事業概要

【随意契約】・ 【随意契約・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【企画競争等・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

【Ｃ－１】 【Ｃ－２】 【Ｃ－３】 【Ｃ－４】 【Ｃ－８】【Ｃ－６】【Ｃ－５】 【Ｃ－７】

宇宙科学研究

【Ｃ】

・Ｘ線天文衛星「Ｎｅ
ＸＴ（ＡＳＴＲＯ－
Ｈ）」搭載ミッション
機器の開発（その
３）

・小型科学衛星１
号機ミッション部の
開発（その３）

・科学衛星ＡＳＴＲ
Ｏ－Ｇの開発（そ
の４）

・標準バスを用い
た小型衛星シリー
ズ　フライトモデル
の開発

・水星磁気圏探査
機（ＭＭＯ）プロトタ
イプモデルの開発
（その７）

・科学衛星ＡＳＴＲ
Ｏ－Ｇ搭載用大型
展開アンテナの開
発（その２）

・Ｘ線天文衛星「Ｎｅ
ＸＴ（ＡＳＴＲＯ－
Ｈ）」の開発（その
５）

・Ｘ線天文衛星ＡＳ
ＴＲＯ－Ｈ　フライト
モデルの開発

・日本電気（株）・日本電気（株） ・三菱重工業（株）

・390百万円

水星探査機（Ｂｅｐｉ
Ｃｏｌｏｍｂｏ）に搭載
するミッション機器
のフライトモデルを
製作する。

電波天文衛星本
体の開発（成立性
確認試験を含む）
を行う。

事業概要

小型衛星の詳細
設計と、フライトモ
デル、ミッション機
器及び地上系支援
装置の開発を行
う。

小型衛星の詳細
設計と、フライトモ
デル、ミッション機
器及び地上系支援
装置の開発を行
う。

【Ｃ－９】 【Ｃ－１０】

・水星探査機搭載
用ＭＤＰ、ＰＷＩ、Ｈ
ＥＰに関する開発・
試作（その５）

・標準バスを用い
た小型衛星シリー
ズの開発（その４）

・三菱重工業（株） ・日本電気（株）

・452百万円・573百万円

・住友重機械工業
（株）

・769百万円

事業概要事業概要 事業概要

・446百万円 ・367百万円・386百万円・591百万円

事業概要 事業概要

・日本電気（株） ・日本電気（株） ・日本電気（株） ・日本電気（株）

Ｘ線天文衛星（ＡＳ
ＴＲＯ－Ｈ）のフライ
トモデルの開発を
行う。

・1,196百万円

事業概要事業概要 事業概要

水星磁気圏探査
機の開発を行う。

電波天文衛星衛
星搭載用の大型
展開アンテナの開
発（成立性確認試
験を含む）を行う。

・784百万円

事業概要

Ｘ線天文衛星（ＡＳ
ＴＲＯ－Ｈ）の開発
を行う。

Ｘ線天文衛星（ＡＳ
ＴＲＯ－Ｈ）搭載の
ミッション機器（エ
ンジニアリングモデ
ル、試験モデル）を
開発する。

小型科学衛星１号
機（ＳＰＲＩＮＴ－Ａ）
のミッション部の開
発を行う。

【Ａ】
（独）宇宙航空研究開発機構

127,070百万円

衛星による
宇宙利用

宇宙科学研究 宇宙探査
国際宇宙

ステーション

【Ｂ】 【Ｃ】 【Ｄ】 【Ｅ】 【Ｊ】

法人共通
宇宙航空基盤
技術の強化

その他業務

【Ｈ】 【Ｉ】

文部科学省
130,392百万円

事業概要
独立行政法人宇宙航空研究開発
機構に対し、その業務の財源に充
てるために必要な金額を交付

〔交付〕

宇宙輸送 航空科学技術

【Ｆ】 【Ｇ】

航空機の安全性
及び環境適合性の
向上等を目指した
先端的・基盤的な
航空科学技術の
研究開発

我が国の自立的な
宇宙航空活動を確
保するための基盤
的技術の研究及び
中長期的展望を踏
まえた先端的技術
研究を行う。

教育活動及び人材
の交流、産業界、
関係機関及び大学
との連携・協力、国
際協力、情報開
示・広報・普及等
業務

26,185百万円

事業概要 事業概要事業概要

4,494百万円 19,060百万円 12,017百万円26,668百万円 20,423百万円 2,137百万円 6,298百万円 9,788百万円

管理部門経費等

事業概要事業概要事業概要 事業概要

基幹ロケットの維
持・発展及び打上
げ需要の多様化に
柔軟かつ効率的に
対応する宇宙輸送
システムの構築を
行う。

我が国の主体性・
独自性を維持・強
化し、国際協力を
視野に入れた月・
惑星探査計画の
策定及び宇宙探査
システムの検討を
行う。

国際宇宙ステー
ション（ISS）の運用
を確実に実施し、
有人宇宙技術及び
宇宙環境利用技
術の獲得と「きぼ
う」利用推進を行
う。

事業概要 事業概要

衛星等を活用した
陸域・海域観測、
地球環境観測、高
度情報通信及び測
位による宇宙開発
利用の推進

理学研究及び工学
研究を大学共同利
用システムを基本
として実施し、独創
的かつ先端的な宇
宙科学研究を推進



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

【企画競争等・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【企画競争等・ 【競争入札・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【随意契約・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

【Ｄ－４】

宇宙探査

【Ｄ】

【Ｄ－５】【Ｄ－１】 【Ｄ－２】 【Ｄ－３】

・小惑星探査機
「はやぶさ２」の部
品調達

・小型ソーラー電
力セイル実証機の
開発（その３）

・平成２２年度　は
やぶさシステム運
用支援

・月ミッション運用・
解析センター（ＳＯ
ＡＣ） 解析・公開系
業務支援

・かぐやデータ保
管装置の調達

・小惑星探査機
「はやぶさ２」／近
赤外線分光計の
開発

【Ｄ－６】 【Ｄ－９】【Ｄ－７】

・はやぶさ探査機
カプセル回収に関
するカプセルおよ
び機材の輸出入支
援

・科学衛星・探査
機運用に関わる追
跡運用作業等（臼
田系）

【Ｄ－８】

小惑星探査機（は
やぶさ２）の近赤外
線分光計の開発を
行う。

事業概要

・34百万円 ・32百万円

小惑星探査機（は
やぶさ２）の衝突装
置爆薬系の開発を
行う。

事業概要

・35百万円

【Ｄ－１０】

・小惑星探査機
「はやぶさ２」／衝
突装置爆薬系の
開発

・平成２２年度　月
面数値地形モデル
作成システムの処
理運用支援

・（株）ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･
ﾃﾞｰﾀCCS

・明星電気（株） ・日本工機（株）

月面数値地形モデ
ル作成システムの
機能付加・維持管
理等を行う。

・新日鉄ソリュー
ションズ（株）

・コクサイエアロマ
リン（株）

・日本電気（株）

・43百万円 ・39百万円

事業概要

・35百万円

月ミッション運用・
解析センターにお
ける解析・公開系
の業務支援を行
う。

・日本電気（株） ・日本電気（株） ・日本電気（株） ・日本電気（株）

・339百万円 ・107百万円 ・53百万円 ・50百万円

科学衛星・探査機
運用に関わる追跡
運用作業（臼田
系）を行う。（１２～
１月分）

事業概要 事業概要

月探査衛星（かぐ
や）の各種データ
を保管するための
高信頼性ディスク
装置を調達する。

はやぶさカプセル
に関して、必要な
機材の輸出入およ
び回収したカプセ
ルの収入に関して
業務委託を行う。

小惑星探査機（は
やぶさ２）の部品調
達を行う。

事業概要 事業概要 事業概要事業概要

小型ソーラー電力
セイル実証機の開
発を行う。

事業概要

工学実験衛星の
運用支援を行う。

【企画競争等・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【企画競争等・ 【企画競争等・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

国際宇宙ステーション

【Ｅ】

・高エネルギー電
子、ガンマ線観測
装置（ＣＡＬＥＴ）の
開発

・ポート共有実験
装置の開発

【Ｅ－４】

・ＪＥＭ搭載用水棲
生物実験装置　プ
ロトフライトモデル
（ＰＦＭ）の設計・製
作

【Ｅ－１】 【Ｅ－２】

・多目的実験ラック
の開発（その１）

【Ｅ－３】

・宇宙環境利用に
係る航空機実験の
実施

【Ｅ－５】 【Ｅ－１０】

・平成２２年度ＪＥ
Ｍ利用テーマの準
備・実施業務（ＳＡＩ
ＢＯラック利用）

・平成２２年度安全
性実証試験（オフ
ガス試験）設備の
運用管理及びオフ
ガス試験データ取
得

【Ｅ－９】

・温度勾配炉搭載
ラック組立の維持
設計支援（その２）

・宇宙ステーション
補給機（ＨＴＶ） 多
目的曝露パレット
の開発

【Ｅ－６】

・ＪＥＭ共通ガス供
給装置ガスボトル
組立（ＧＢＵ）の開
発

【Ｅ－７】 【Ｅ－８】

温度勾配炉搭載
ラック組立を打ち
上げに供するため
の機能保全および
射場に関わる準備
作業を行う。

事業概要

ＪＥＭで使用する機
器、部品及び材料
等の安全性実証
試験設備の運用
管理、ＮＡＳＡとの
技術調整、オフガ
ス試験データの取
得を行う。

事業概要

・（株）ＩＨＩエアロス
ペース

ＨＴＶ運用機の多
目的曝露パレット
の開発を行う。

・（財）日本宇宙
フォーラム

事業概要

・102百万円

事業概要

ＪＥＭにおいて、Ｓ
ＡＩＢＯラックを利用
するフライト実験
テーマ（利用テー
マ）の準備と実験
の実施にかかる作
業を行う。

・88百万円 ・84百万円

・（株）エイ・イー・エ
ス

・（株）ＩＨＩエアロス
ペース

・（株）ＩＨＩエアロス
ペース

・三菱重工業（株） ・（株）ＩＨＩエアロス
ペース

・787百万円 ・535百万円 ・308百万円 ・287百万円

ＪＥＭ暴露部ポート
共有実験装置の
開発を行う。

ＪＥＭに搭載する
多目的実験ラック
の開発を行う。

高エネルギー電
子、ガンマ線観測
装置（ＣＡＬＥＴ）の
基本設計を行う。

事業概要事業概要 事業概要事業概要事業概要 事業概要

・（株）ＩＨＩエアロス
ペース

・227百万円 ・126百万円 ・109百万円

・ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｴｱｻｰﾋﾞ
ｽ（株）

・（株）ＩＨＩエアロス
ペース

ＪＥＭ与圧部共通
ガス供給装置ガス
ボトル組立の開発
を行う。

ＪＥＭ利用実験
テーマ等の予備的
実験として、短時
間微小重力空間を
容易に実現できる
航空機を用いた放
物線飛行を実施す
る。

ＪＥＭ水棲生物実
験装置のプロトフラ
イトモデル（ＰＦＭ）
の設計・製作およ
び関連するＧＳＥ
製作等を実施す
る。

【企画競争等・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【競争入札・ 【随意契約・ 【競争入札・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

【Ｆ－４】【Ｆ－２】 【Ｆ－３】

宇宙輸送

【Ｆ－５】 【Ｆ－６】

・ロケット専用治工
具等の保守・維持
（その３のウ）

【Ｆ】

・イプシロンロケット
機体システムの開
発

・平成２２年度種子
島宇宙センター射
場点検取扱設備
の保全その他作業

【Ｆ－１】

・Ｈ－IIＡロケット信
頼性評価

・Ｈ－IIＢロケット
（宇宙ステーション
補給機　運用１号
機用）の製作

・ロケット専用治工
具等の保守・維持
（その３のア）

【Ｆ－９】 【Ｆ－１０】

・ＬＥ－Ｘエンジン
の研究　－エンジ
ンシステム　その３

・平成２２年度種子
島宇宙センター射
点系設備の日常
維持・運用作業

【Ｆ－７】 【Ｆ－８】

・ＬＮＧ推進系の研
究開発

・平成２０年度～平
成２２年度種子島
宇宙センター他共
通系施設設備等
保全運用作業

・（株）コスモテック

種子島宇宙セン
ター、内之浦宇宙
空間観測所の共
通系施設設備の
保全運用業務を実
施する。

・三菱重工業（株）

事業概要

・615百万円

事業概要

・587百万円 ・547百万円

・（株）コスモテック

ＬＮＧ推進系の研
究開発を行う。

事業概要

種子島宇宙セン
ターにおける射点
系設備の日常的な
維持・保全を行い、
設備の機能維持と
老朽化防止を行
う。

事業概要

ＬＥ－Ｘエンジンシ
ステムに関する研
究を行う。

・（株）ＩＨＩエアロス
ペース

・三菱重工業（株） ・三菱重工業（株） ・三菱重工業（株）

・1,370百万円 ・1,268百万円 ・1,192百万円 ・1,174百万円

事業概要

・666百万円

・三菱重工業（株） ・（株）ＩＨＩエアロス
ペース

・（株）ＩＨＩエアロス
ペース

・906百万円 ・689百万円

事業概要 事業概要

Ｈ－ＩＩＢロケット（宇
宙ステーション補
給機　運用１号機
用）を製作する。

事業概要

ロケットの製作に
必要な専用治工具
等の維持を行う。

ロケットの製作に
必要な専用治工具
等の維持を行う。

事業概要事業概要

イプシロンロケット
の機体システム開
発を行う。

射点系設備の中
の射場点検取扱
設備の保全作業
等を行う。

Ｈ－IIＡロケットの
信頼性向上を図る
ために必要な試験
の技術データ評価
を実施する。



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

【企画競争等・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【企画競争等・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

【Ｇ－７】 【Ｇ－８】

・航空機搭載用先
進対気速度計測セ
ンサの試作

・高高度ライダの
ジェット機による飛
行評価実験に関す
る作業（その２）

【Ｇ－２】 【Ｇ－３】

航空科学技術

【G】

・低ソニックブーム
設計概念実証（Ｄ
－ＳＥＮＤ）プロジェ
クト　Ｄ－ＳＥＮＤ＃
２システムの詳細
設計／製作

・低ソニックブーム
設計概念実証（Ｄ
－ＳＥＮＤ）プロジェ
クト　Ｄ－ＳＥＮＤ＃
２システムの基本
設計

【Ｇ－１】

・航空機搭載風計
測ライダ高高度モ
デルの小型化改修
作業および要素試
験

【Ｇ－５】

・気球を用いたソ
ニックブーム計測
及び供試体落下試
験（Ｄ－ＳＥＮＤ ＃
１）の支援

・Ｄ－ＳＥＮＤプロ
ジェクトブーム計測
システムの設計製
作

【Ｇ－６】

・移動用及び固定
用テレメータ受信
装置の調達

【Ｇ－４】

事業概要

複合材革新的製
造プロセスの研究
開発に使用するハ
イブリッド成形によ
る航空機胴体模擬
構造の製作を行
う。

事業概要

航空機搭載用風
計測ライダの飛行
評価実験を行う。

航空機エンジン等
の数値流体力学
（ＣＦＤ）計算の支
援を行う。

事業概要

【Ｇ－９】 【Ｇ－１０】

・平成２２年度エン
ジンＣＦＤ支援業務

・ハイブリッド成形
による航空機胴体
模擬構造の製作

・35百万円 ・35百万円

・（株）カドコーポ
レーション

・（株）エイ・エス・ア
イ総研

・52百万円

事業概要

・ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｴｱｻｰﾋﾞ
ｽ（株）

・スウェーデン宇宙
公社

・明星電気（株）

・87百万円 ・82百万円・147百万円 ・102百万円 ・55百万円・605百万円 ・396百万円

・富士重工業（株） ・富士重工業（株） ・三菱電機（株） ・コーンズドッドウェ
ル（株）

・三菱電機（株）

Ｄ－ＳＥＮＤ試験で
使用する地上及び
空中でのソニック
ブーム計測を実施
するためのブーム
計測システムの設
計製作を行う。

航空機搭載用対
気速度計較正に使
用する航空機搭載
用先進対気速度セ
ンサの試作を行
う。

事業概要 事業概要

風計測ライダ高高
度モデルの小型化
および要素試験を
行う。

国産旅客機の技
術研究開発に関連
した飛行支援機材
整備として移動用
及び固定用テレ
メータ装置の調達
を行う。

Ｄ－ＳＥＮＤ＃２シ
ステムに関する詳
細設計及び供試体
製作に必要な装備
品の調達を行な
う。

Ｄ－ＳＥＮＤ＃２シ
ステムの基本設計
を行なう。

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

気球を用いたソ
ニックブーム計測
及び供試体落下試
験（Ｄ－ＳＥＮＤ ＃
１）の支援を行う。

【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【企画競争等・ 【競争入札・ 【随意契約・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【企画競争等・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

0
【Ｈ－１】 【Ｈ－２】 【Ｈ－３】 【Ｈ－４】

宇宙航空基盤技術の強化

【Ｈ】

【Ｈ－７】 【Ｈ－８】【Ｈ－６】【Ｈ－５】

・航空機動特性模
擬装置の製作

・平成２２年度追跡
管制運用業務委
託

・平成２０年度～２
２年度　試験設備
等の運用業務

・ビジネスジェット
機型実験用航空
機の調達

・ＪＥＭ船外プラット
フォームでのロ
ボット実験システ
ムの開発（その２）

・平成２０～２２年
度筑波宇宙セン
ター共通系施設設
備等保全運用作
業

・宇宙用ＳＯＩ技術
を用いた６４ｂｉｔＭＰ
Ｕの高性能化（そ
の３）

・平成２２年度　部
品プログラム業務

【Ｈ－９】 【Ｈ－１０】

・平成２１～２３年
度　角田エンジン
燃焼試験設備の
保全作業

・平成２２年度ス
ペースデブリ等の
観測

・（株）コスモテック ・ＨＩＲＥＣ（株） ・ＨＩＲＥＣ（株）

スペースデブリの
レーダ観測、光学
観測を行う。

・165百万円

宇宙用部品の安
定供給及び信頼
性・品質保証を目
的とした部品プロ
グラム活動を支援
する。

事業概要

飛行シミュレータ設
備の運用に必要な
航空機動特性模
擬装置の製作を行
う。

事業概要

・135百万円

角田エンジン燃焼
試験設備に係る定
常的な保全作業試
験支援作業を行
う。

・宇宙技術開発
（株)

・（株）エイ・イー・エ
ス

・日本エアロスペー
ス（株）

・三菱重工業（株）

・1,185百万円

事業概要

・三菱プレシジョン
（株）

・227百万円 ・176百万円 ・122百万円 ・122百万円

・（株）コスモテック

事業概要

・（財）日本宇宙
フォーラム

・697百万円 ・562百万円 ・244百万円

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

人工衛星の追跡
管制運用業務及び
追跡管制にかかる
設備の維持業務を
行う。

電気・空気調和設
備等の施設設備
の運用と保全作業
を行う。

宇宙用ＳＯＩ技術を
用いて高性能版６
４ｂｉｔＭＰＵの開発
を行う。

人工衛星等の環
境試験設備等の
運用業務を行う。

ビジネスジェット機
型実験用航空機
の調達を行う。

事業概要

ＪＥＭ船外プラット
フォーム２期利用
によるＥＶＡ支援ロ
ボット実証実験（Ｒ
ＥＸＪ）システムの
開発を行う。

【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【随意契約・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

【Ｉ－１】 【Ｉ－２】 【Ｉ－３】 【Ｉ－４】 【Ｉ－７】 【Ｉ－８】【Ｉ－６】【Ｉ－５】

その他業務

【Ｉ】

【Ｉ－９】 【Ｉ－１０】

・長寿命高信頼性
１Ｎスラスタの開発
（その２）

・ＬＥ－Ｘエンジン
の研究　－エンジ
ンシステム　その３

１Ｎスラスタのエン
ジニアリングモデ
ル（ＥＭ）に対して、
寿命試験を負荷す
るとともにプロトタ
イプモデル（ＰＭ）４
式を設計・製作を
行う。

・有人宇宙システ
ム（株）

・93百万円

・スーパーコン
ピュータシステム
の賃貸借

・ＪＡＸＡ財務・管理
系及び共通インフ
ラ系情報システム
に係る運用管理業
務（平成２２年度）

・平成２１～２３年
度広報普及業務
委託

・JAXA財務・管理
系及び共通ｲﾝﾌﾗ
系情報ｼｽﾃﾑに係
る運用管理業務
（平成22年度）（ﾍﾞﾝ
ﾀﾞｰへの支払い分）

・平成２０年度下期
～平成２３年度第
１四半期　機構文
書の管理運用支
援

・平成２２年度 安
全・信頼性推進部
業務技術支援

統合スーパーコン
ピュータシステム
の賃貸借。

・陸域観測技術衛
星２号（ＡＬＯＳ－
２）衛星システム及
び衛星管制・ミッ
ション運用システ
ムの開発

・筑波宇宙セン
ター展示館整備業
務

・三菱電機（株）

事業概要 事業概要事業概要 事業概要事業概要 事業概要

・日本電子計算機
（株）

・ＮＤＳ総合情報
サービス共同企業

・日本レコードマネ
ジメント（株）

ＪＡＸＡ財務・管理
系・共通インフラ系
情報システムの運
用管理業務を委託
する。

ＪＡＸＡ及び宇宙航
空分野全般の広
報普及活動業務を
委託する。

ＪＡＸＡ財務・管理
系及び共通インフ
ラ系情報システム
の賃貸借・保守・
回線経費等の契
約事務代行業務を
委託する。

ＪＡＸＡが作成また
は取得する文書の
登録・維持・廃棄
の支援を行う。

・（財）日本宇宙
フォーラム

事業概要

・ＮＤＳ総合情報
サービス共同企業

・三菱重工業（株）

・1,992百万円 ・765百万円 ・404百万円 ・358百万円 ・162百万円 ・146百万円

・（株）丹青社 ・（株）ＩＨＩエアロス
ペース

・140百万円 ・120百万円 ・89百万円

事業概要 事業概要

陸域観測技術衛
星２号（ＡＬＯＳ－
２）用衛星監視支
援機能の開発を行
う。

筑波宇宙センター
展示館の「展示物
構成やその展開方
法・展示手法・内
装装飾など」にお
ける企画設計を行
う。

ＬＥ－Ｘエンジンシ
ステムのデモエン
ジン開発用ツール
の開発を行う。

安全・信頼性推進
部業務の技術支
援を行う。

事業概要



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

【随意契約・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【企画競争等・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【随意契約・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 工事】 物品役務等】

【Ｊ－１】 【Ｊ－２】 【Ｊ－３】 【Ｊ－４】 【Ｊ－５】 【Ｊ－６】

・平成２２年度　筑
波宇宙センター事
業用用地借料

・平成２２年度筑波
宇宙センター宿舎
借上げ費

・平成２１年度下期
～平成２４年度上
期　資産管理業務
委託

・平成２２年度職員
宿舎賃貸借契約に
伴う賃料

・平成２０～２２年
度筑波宇宙セン
ター共通系施設設
備等保全運用作
業

・平成２０～２２年
度筑波宇宙セン
ター建屋清掃業務
請負

・平成２２年度給与
関連業務

・平成２２年度　射
場系設備保全作
業

【Ｊ－７】

法人共通

【Ｊ】

【Ｊ－８】

・（株）スペース
サービス

・日本社宅サービ
ス（株）

・（株）コスモテック ・テスコ（株）

・35百万円 ・33百万円

・（独）都市再生機
構

【Ｊ－１０】

・宇宙技術開発
（株）

・調布航空宇宙セ
ンター電力監視シ
ステム設置工事
（Ｈ２２）

・平成２２年度　筑
波宇宙センター宿
舎用用地借料

【Ｊ－９】

・78百万円 ・56百万円

・（株）セゾン情報
システムズ

・宇宙技術開発
（株）

・40百万円・46百万円

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

・（独）都市再生機
構

・日本社宅サービ
ス（株）

電気・空気調和設
備等の施設設備
の運用と保全作業
を行う。

筑波宇宙センター
の清掃業務を行
う。

事業概要 事業概要

筑波宇宙センター
施設用地の一部を
借受ける。

筑波在勤役職員
用借上げ宿舎家賃
等の支払いを行
う。

ＪＡＸＡの資産管理
業務の委託を行
う。

東京在勤役職員
用借上げ宿舎家賃
等の支払いを行
う。

・238百万円 ・126百万円 ・104百万円 ・92百万円

筑波宇宙センター
宿舎用用地を借り
受ける。

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

調布航空宇宙セン
ター内の電力量を
監視するためのシ
ステム整備を行う。

ＪＡＸＡの給与計算
業務を行う。

種子島宇宙セン
ター、内之浦宇宙
空間観測所の共
通系施設設備の
保全運用業務を実
施する。



4,509

管理部門に係る物件費、公租公課 2,420

9,788

人件費

計 6,298

職員の給与・退職金・社会保険料等

業務費
「きぼう」搭載実験装置の開発、公募地
上研究等、宇宙実験用供試体の設計・
製作等

4,631

2,137

計

1,667 役職員の給与・退職金・社会保険料等

一般管理費

人件費

I.その他業務

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

D.宇宙探査

2,859

E.国際宇宙ステーション J.法人共通

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

業務費

計

土地・建物賃借料、電気・空調設備の運
用・保全、清掃業務、設備修理等

計算機の賃貸借、情報システムの運用管
理業務、広報・普及活動業務、安全・信頼
性業務技術支援等

12,017

実験用航空機の調達、人工衛星搭載機器
の研究・開発、宇宙用共通部品の開発、ス
ペースデブリの観測等

15,664

金　額
(百万円）

職員の給与・退職金・社会保険料等 773

職員の給与・退職金・社会保険料等 3,396

19,060

11,244

人件費 職員の給与・退職金・社会保険料等 153 人件費

人工衛星の開発、人工衛星の運用支
援、人工衛星の追跡管制技術支援等

1,984 業務費業務費

業務費

2,149 人件費

計

計 20,423 計

人件費 職員の給与・退職金・社会保険料等

17,513

業務費
人工衛星の開発、人工衛星の地上系設
備の製作、打上げ作業の支援等

18,274

金　額
(百万円）

一般管理費

127,070

2,420管理部門に係る物件費、公租公課

費　目

C.宇宙科学研究 H.宇宙航空技術基盤の強化

使　途
金　額

(百万円）

4,494計 26,668 計

職員の給与・退職金・社会保険料等 711

次世代航空機技術の研究開発、航空機材
料用試験装置等の製作、国産旅客機高性
能化技術の研究開発等

業務費

人件費費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.宇宙航空研究開発機構

計

金　額
(百万円）

人件費 職員の給与・退職金・社会保険料等 1,744

費　目 使　途

金　額
(百万円）

業務費

26,185

費　目

人工衛星の開発・運用、人工衛星の利
用研究・解析研究、人工衛星の追跡施
設の設備維持等

24,924

計

F.宇宙輸送

費　目
金　額

(百万円）

人件費 職員の給与・退職金・社会保険料等 2,411人件費 役職員の給与・退職金・社会保険料等

ロケットの開発、射点系設備の保全作業等業務費

使　途

23,774

3,783

B.衛星による宇宙利用 G.航空科学技術

費　目 使　途
金　額

(百万円）
使　途

人工衛星・ロケット・航空機技術の開発
等、これらの設備の維持・運用等、計算
機の賃貸借、土地・建物賃借料、清掃業
務等

107,137 業務費

費　目 使　途



費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

B-10.日本電気（株）

使　途

759 役務
静止観測衛星システム　衛星バスシステ
ム軽量化技術の研究

430

759 計

1,030

389計

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

B-1.三菱電機（株） B-6.日本電気（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

金　額
(百万円）

430
静止観測衛星システム 高精度・高安定度
指向制御技術の研究

役務

計 計

B-5.（財）リモート・センシング技術センター

平成２０年度～平成２２年度　地球観測
業務委託（処理提供関連）

1,030 役務

389

金　額
(百万円）

役務
平成２２年度地球観測業務請負（解析研
究関連）

445計 1,128

B-4.（財）リモート・センシング技術センター B-9.三菱電機（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

計

費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

製作
超低高度衛星技術試験機（ＳＬＡＴＳ）の開
発

1,128準天頂測位衛星初号機の開発 445

B-3.三菱電機（株） B-8.三菱電機（株）

費　目 使　途

製作

費　目 費　目

530

使　途使　途
金　額

(百万円）

平成２２年度追跡管制運用業務委託

計 1,163 計

陸域観測技術衛星２号（ＡＬＯＳ－２）衛
星システム及び衛星管制・ミッション運用
システムの開発

7,191 製作 高精度測位実験システムの開発 728

金　額
(百万円）

530

金　額
(百万円）

728

B-7.宇宙技術開発（株）

計

役務
Ｈ－ⅡＡロケットＳＲＢ－Ａ　Ａ３ノズルの
信頼性向上

1,163 役務

製作

使　途

B-2.（株）ＩＨＩエアロスペース

計 7,191



367
標準バスを用いた小型衛星シリーズの開
発（その４）

製作

367計573計

製作
Ｘ線天文衛星「ＮｅＸＴ（ＡＳＴＲＯ－Ｈ）」搭
載ミッション機器の開発（その３）

573

費　目 使　途

費　目 使　途 使　途
金　額

(百万円）
金　額

(百万円）
費　目

金　額
(百万円）

C-5.三菱重工業（株） C-10.日本電気（株）

計

金　額
(百万円）

591 計 386

使　途費　目

446

C-3.日本電気（株） C-8.日本電気（株）

製作
Ｘ線天文衛星ＡＳＴＲＯ－Ｈ　フライトモデ
ルの開発

水星探査機搭載用ＭＤＰ、ＰＷＩ、ＨＥＰに関
する開発・試作（その５）

386

769 計

591 製作

計 784 計

C-4.日本電気（株） C-9.三菱重工業（株）

390

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

標準バスを用いた小型衛星シリーズ　フラ
イトモデルの開発

390製作
Ｘ線天文衛星「ＮｅＸＴ（ＡＳＴＲＯ－Ｈ）」の
開発（その５）

769 製作

計

製作

製作
科学衛星ＡＳＴＲＯ－Ｇ搭載用大型展開
アンテナの開発（その２）

784

費　目

水星磁気圏探査機（ＭＭＯ）プロトタイプ
モデルの開発（その７）

1,196

計

金　額
(百万円）

使　途

製作

1,196 計 452

金　額
(百万円）

科学衛星ＡＳＴＲＯ－Ｇの開発（その４） 446

使　途 費　目 使　途

費　目

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

C-1.日本電気（株） C-6.住友重機械工業（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
金　額

(百万円）

C-2.日本電気（株） C-7.日本電気（株）

小型科学衛星１号機ミッション部の開発
（その３）

452製作



費　目 使　途

43 計

使　途
金　額

(百万円）

かぐやデータ保管装置の調達 43

50 34

32

Ｄ-10.（株）エヌ・ティ・ティ・データＣＣＳ

32役務
平成２２年度　月面数値地形モデル作成シ
ステムの処理運用支援

Ｄ-5.新日鉄ソリューションズ（株）

その他

費　目

計

計

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

Ｄ-1.日本電気（株） Ｄ-6.コクサイエアロマリン（株）

費　目 使　途

費　目

役務

金　額
(百万円）

費　目
金　額

(百万円）

34

計

使　途

53

Ｄ-4.日本電気（株） Ｄ-9.日本工機（株）

35

使　途
金　額

(百万円）

小惑星探査機「はやぶさ２」／衝突装置爆
薬系の開発

月ミッション運用・解析センター（ＳＯＡＣ）
解析・公開系　業務支援

50 製作

計計

Ｄ-8.明星電気（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

金　額
(百万円）

35

35製作
小惑星探査機「はやぶさ２」／近赤外線分
光計の開発

計

Ｄ-3.日本電気（株）

使　途

53

計 107

役務
平成２２年度　はやぶさシステム運用支
援

使　途
金　額

(百万円）
費　目

Ｄ-2.日本電気（株）

計

小惑星探査機「はやぶさ２」の部品調達 339 役務
はやぶさ探査機カプセル回収に関するカプ
セルおよび機材の輸出入支援

39

金　額
(百万円）

35

使　途
金　額

(百万円）

金　額
(百万円）

Ｄ-7.日本電気（株）

費　目

製作
小型ソーラー電力セイル実証機の開発
（その３）

107 役務

費　目 使　途

科学衛星・探査機運用に関わる追跡運用
作業等（臼田系）

39339 計

その他



84

計

役務227宇宙環境利用に係る航空機実験の実施

84227

平成２２年度安全性実証試験（オフガス試
験）設備の運用管理及びオフガス試験
データ取得

計

計

役務

金　額
(百万円）

287 計 88

金　額
(百万円）

Ｅ-5.ダイヤモンドエアサービス（株） Ｅ-10.（株）エイ・イー・エス

使　途費　目

使　途

製作 多目的実験ラックの開発（その１）
平成２２年度ＪＥＭ利用テーマの準備・実施
業務（ＳＡＩＢＯラック利用）

使　途 費　目

費　目 使　途

Ｅ-4.（株）ＩＨＩエアロスペース Ｅ-9.（財）日本宇宙フォーラム

308 計

287 役務

金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

費　目

Ｅ-8.（株）ＩＨＩエアロスペース

109

使　途
金　額

(百万円）

88

製作
ＪＥＭ搭載用水棲生物実験装置　プロト
フライトモデル（ＰＦＭ）の設計・製作

308 製作

計

宇宙ステーション補給機（ＨＴＶ） 多目的曝
露パレットの開発

102

102

費　目

計

金　額
(百万円）

費　目

535 計

Ｅ-3.三菱重工業（株）

使　途

製作

製作 ポート共有実験装置の開発 535

費　目

高エネルギー電子、ガンマ線観測装置
（ＣＡＬＥＴ）の開発

787

使　途
金　額

(百万円）

費　目 使　途

金　額
(百万円）

温度勾配炉搭載ラック組立の維持設計支
援（その２）

109役務

126製作

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

Ｅ-1.（株）ＩＨＩエアロスペース Ｅ-6.（株）ＩＨＩエアロスペース

費　目 使　途
金　額

(百万円）

費　目 使　途

金　額
(百万円）

Ｅ-2.（株）ＩＨＩエアロスペース Ｅ-7.（株）ＩＨＩエアロスペース

ＪＥＭ共通ガス供給装置ガスボトル組立（Ｇ
ＢＵ）の開発

計 787 計 126



費　目 使　途

906 計

ロケット専用治工具等の保守・維持（そ
の３のア）

906

547

Ｆ-10.（株）コスモテック

547役務
平成２２年度種子島宇宙センター射点系設
備の日常維持・運用作業

金　額
(百万円）

計

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

Ｆ-1.（株）ＩＨＩエアロスペース Ｆ-6.（株）ＩＨＩエアロスペース

費　目 使　途

1,174 587

費　目
金　額

(百万円）

587

使　途
金　額

(百万円）
費　目

製作

計 計

Ｆ-5.三菱重工業（株）

役務

費　目 使　途
金　額

(百万円）

1,192

Ｆ-4.三菱重工業（株） Ｆ-9.三菱重工業（株）

615計計

ＬＥ－Ｘエンジンの研究　－エンジンシステ
ム　その３

Ｈ－ⅡＢロケット（宇宙ステーション補給
機　運用１号機用）の製作

1,174 役務

使　途

Ｆ-3.三菱重工業（株）

使　途

1,192

1,268

役務
平成２０年度～平成２２年度種子島宇宙セ
ンター他共通系施設設備等保全運用作業

615

666計計

Ｆ-8.（株）コスモテック

費　目 使　途

Ｆ-2.三菱重工業（株）

ＬＮＧ推進系の研究開発 666

使　途
金　額

(百万円）
使　途

金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

費　目
金　額

(百万円）

役務 Ｈ－ⅡＡロケット信頼性評価

イプシロンロケット　機体システムの開発 1,370 役務
ロケット専用治工具等の保守・維持（その３
のウ）

689

金　額
(百万円）

Ｆ-7.（株）ＩＨＩエアロスペース

費　目

689

費　目

役務
平成２２年度種子島宇宙センター射場点
検取扱設備の保全その他作業

1,268 製作

費　目

計 1,370 計

使　途
金　額

(百万円）

製作



製作
ハイブリッド成形による航空機胴体模擬構
造の製作

計

35

87 35計

製作
Ｄ－ＳＥＮＤプロジェクトブーム計測シス
テムの設計製作

平成２２年度エンジンＣＦＤ支援業務

役務
航空機搭載風計測ライダ高高度モデル
の小型化改修作業および要素試験

87

使　途費　目 使　途

費　目 使　途 使　途
金　額

(百万円）

Ｇ-5.三菱電機（株） Ｇ-10.（株）カドコーポレーション

計

金　額
(百万円）

102 計 35

費　目
金　額

(百万円）

35

147 計

102 役務

金　額
(百万円）

費　目

Ｇ-4.明星電気（株） Ｇ-9.（株）エイ・エス・アイ総研

52

計 396 計

Ｇ-3.スウェーデン宇宙公社 Ｇ-8.ダイヤモンドエアサービス（株）

55

役務
気球を用いたソニックブーム計測及び供
試体落下試験（Ｄ－ＳＥＮＤ ＃１）の支援

147 役務

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

計

高高度ライダのジェット機による飛行評価
実験に関する作業（その２）

52

製作

製作
低ソニックブーム設計概念実証（Ｄ－ＳＥ
ＮＤ）プロジェクト　Ｄ－ＳＥＮＤ＃２システ
ムの基本設計

396

費　目

低ソニックブーム設計概念実証（Ｄ－ＳＥ
ＮＤ）プロジェクト　Ｄ－ＳＥＮＤ＃２システ
ムの詳細設計／製作

605

使　途
金　額

(百万円）

費　目 使　途

金　額
(百万円）

航空機搭載用先進対気速度計測センサの
試作

55役務

その他 82

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

Ｇ-1.富士重工業（株） Ｇ-6.コーンズドッドウェル（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

費　目 使　途

金　額
(百万円）

Ｇ-2.富士重工業（株） Ｇ-7.三菱電機（株）

移動用及び固定用テレメータ受信装置の
調達

計 605 計 82



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

Ｈ-1.宇宙技術開発（株） Ｈ-6.ＨＩＲＥＣ（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

平成２２年度スペースデブリ等の観測

227 計計 122

122

平成２０～２２年度筑波宇宙センター共
通系施設設備等保全運用作業

227 役務 122

Ｈ-5.（株）コスモテック

費　目 使　途

製作

計

役務

金　額
(百万円）

費　目

244 計

使　途
金　額

(百万円）
費　目

Ｈ-10.（財）日本宇宙フォーラム

122

使　途
金　額

(百万円）

金　額
(百万円）

562

平成２１～２３年度　角田エンジン燃焼試
験設備の保全作業

ＪＥＭ船外プラットフォームでのロボット
実験システムの開発（その２）

244 役務

使　途

Ｈ-4.三菱重工業（株） Ｈ-9.（株）コスモテック

費　目

135計計

135

Ｈ-3.日本エアロスペース（株） Ｈ-8.三菱プレシジョン（株）

費　目 使　途

その他
ビジネスジェット機型実験用航空機の調
達

562 製作 航空機動特性模擬装置の製作

Ｈ-2.（株）エイ・イー・エス Ｈ-7.ＨＩＲＥＣ（株）

計

金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

使　途
金　額

(百万円）
費　目

697

役務

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

役務

計

平成２２年度追跡管制運用業務委託 1,185 役務
宇宙用ＳＯＩ技術を用いた６４ｂｉｔＭＰＵの高
性能化（その３）

176

役務

165

平成２２年度　部品プログラム業務 165
平成２０年度～２２年度　試験設備等の
運用業務

697

計 1761,185 計



89

89

Ｉ-5.日本レコードマネジメント（株） Ｉ-10.三菱重工業（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

役務

計 162 計

ＬＥ－Ｘエンジンの研究　－エンジンシステ
ム　その３

平成２０年度下期～平成２３年度第１四
半期　機構文書の管理運用支援

162 役務

Ｉ-4.ＮＤＳ総合情報サービス共同企業体 Ｉ-9.（株）ＩＨＩエアロスペース

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

役務 平成２１～２３年度広報普及業務委託 404 その他

93

筑波宇宙センター展示館整備業務 120

計 358 計

358 製作

使　途
金　額

(百万円）

長寿命高信頼性１Ｎスラスタの開発（その
２）

93その他
ＪＡＸＡ財務・管理系及び共通インフラ系
情報システムに係る運用管理業務（平成
２２年度）（ベンダーへの支払い分）

計 404 計 120

製作

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

金　額
(百万円）

140

陸域観測技術衛星２号（ＡＬＯＳ－２）衛星
システム及び衛星管制・ミッション運用シス
テムの開発

使　途
金　額

(百万円）

765 計

Ｉ-3.（財）日本宇宙フォーラム Ｉ-8.（株）丹青社

146

計

計

Ｉ-2.ＮＤＳ総合情報サービス共同企業体 Ｉ-7.三菱電機（株）

140

費　目 使　途使　途
金　額

(百万円）

1,992

1,992

計

賃貸借

役務
ＪＡＸＡ財務・管理系及び共通インフラ系
情報システムに係る運用管理業務（平成
２２年度）

765

スーパーコンピュータシステムの賃貸借

費　目

役務

使　途

146
平成２２年度 安全・信頼性推進部業務技
術支援

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

Ｉ-1.日本電子計算機（株） Ｉ-6.有人宇宙システム（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

費　目

金　額
(百万円）



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

Ｊ-1.（独）都市再生機構

78 賃貸借

計

金　額
(百万円）

平成２２年度　筑波宇宙センター宿舎用用
地借料

33

計

費　目

Ｊ-5.（株）コスモテック

使　途

Ｊ-10.（独）都市再生機構

3378

金　額
(百万円）

計 92

役務
平成２０～２２年度筑波宇宙センター共
通系施設設備等保全運用作業

費　目 使　途

工事
調布航空宇宙センター電力監視システム
設置工事（Ｈ２２）

35

使　途
金　額

(百万円）

35計

Ｊ-4.日本社宅サービス（株） Ｊ-9.宇宙技術開発（株）

計 計104 40

40104 役務

Ｊ-8.宇宙技術開発（株）Ｊ-3.（株）スペースサービス

役務
平成２１年度下期～平成２４年度上期
資産管理業務委託

費　目

46

金　額
(百万円）

使　途
金　額

(百万円）
費　目

平成２２年度給与関連業務

賃貸借
平成２２年度職員宿舎賃貸借契約に伴
う賃料

92

計

平成２２年度　射場系設備保全作業

役務

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

126

使　途

計

使　途
金　額

(百万円）
費　目

賃貸借
平成２２年度筑波宇宙センター宿舎借上
げ費

126 46

費　目

56計

金　額
(百万円）

平成２２年度　筑波宇宙センター事業用
用地借料

238

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

役務
平成２０～２２年度筑波宇宙センター建屋
清掃業務請負

56

計

使　途

238

金　額
(百万円）

Ｊ-2.日本社宅サービス（株） Ｊ-7.（株）セゾン情報システムズ

Ｊ-6.テスコ（株）

費　目

賃貸借



支出先上位１０者リスト
B．衛星による宇宙利用

C．宇宙科学研究

D．宇宙探査

1

1

小型ソーラー電力セイル実証機の開発を行う。

1

1

107

小型衛星の詳細設計と、フライトモデル、ミッション機器及び地上系支援装
置の開発を行う。

390

支　出　額
（百万円）

入札者数

367

─

1 ─

2

随意契約 ─10
（株）エヌ・ティ・ティ・データＣ
ＣＳ

月面数値地形モデル作成システムの機能付加・維持管理等を行う。 32

─

9 日本工機（株）

8 明星電気（株） 小惑星探査機（はやぶさ２）の近赤外線分光計の開発を行う。 35

小惑星探査機（はやぶさ２）の衝突装置爆薬系の開発を行う。

39

7 日本電気（株）
科学衛星・探査機運用に関わる追跡運用作業（臼田系）を行う。（１２～１月
分）

35

34

─

6 コクサイエアロマリン（株）
はやぶさカプセルに関して、必要な機材の輸出入および回収したカプセル
の収入に関して業務委託を行う。

5 新日鉄ソリューションズ（株）
月探査衛星（かぐや）の各種データを保管するための高信頼性ディスク装
置を調達する。

43

2 ─

─工学実験衛星の運用支援を行う。 53

─

3 ─

1 ─小惑星探査機（はやぶさ２）の部品調達を行う。 339

4 日本電気（株）

2 ─2 日本電気（株）

月ミッション運用・解析センターにおける解析・公開系の業務支援を行う。 50 ─

随意契約

─

8 日本電気（株）

3 日本電気（株）

1 日本電気（株）

10 日本電気（株）
小型衛星の詳細設計と、フライトモデル、ミッション機器及び地上系支援装
置の開発を行う。

7 日本電気（株） 電波天文衛星本体の開発を行う。 446

3

落札率
※

9 三菱重工業（株）
水星探査機（ＢｅｐｉＣｏｌｏｍｂｏ）に搭載するミッション機器のフライトモデルを
製作する。

386 随意契約 ─

支　出　先 業　務　概　要

Ｘ線天文衛星（ＡＳＴＲＯ－Ｈ）のフライトモデルの開発を行う。

業　務　概　要

小型科学衛星１号機（ＳＰＲＩＮＴ－Ａ）のミッション部の開発を行う。 452 1 ─

4 日本電気（株）

6 住友重機械工業（株）

5 三菱重工業（株）
Ｘ線天文衛星（ＡＳＴＲＯ－Ｈ）搭載のミッション機器（エンジニアリングモデ
ル、試験モデル）を開発する。

573 随意契約 ─

1 ─591

Ｘ線天文衛星（ＡＳＴＲＯ－Ｈ）の開発を行う。 769

2

随意契約

支　出　額
（百万円）

─

2 ─

─

1 日本電気（株） 水星磁気圏探査機の開発を行う。 1,196

3 日本電気（株）

随意契約 ─

1 ─

2 日本電気（株） 電波天文衛星衛星搭載用の大型展開アンテナの開発を行う。 784

支　出　先 入札者数 落札率
※

7 宇宙技術開発（株）

静止観測衛星システムの衛星バスシステムの軽量化について研究を行
う。

389

超低高度衛星技術試験機（ＳＬＡＴＳ）の衛星システムの設計を行う。 445

静止観測衛星システムの高精度・高安定度指向制御技術に関する研究を
行う。

430

10 日本電気（株）

9 三菱電機（株）

8 三菱電機（株） 2 ─

1 ─

4
（財）リモート・センシング技
術センター

高精度測位実験システムの開発を行う。 7286 日本電気（株）

人工衛星の追跡管制運用業務及び追跡関連施設の設備維持業務を行
う。

530

1 ─

2 ─

衛星利用研究及び解析研究にかかる業務を行う。（ＡＬＯＳ、ＴＲＭＭ、ＡＤＥ
ＯＳ－Ⅱ）

7595
（財）リモート・センシング技
術センター

地球観測センターの事業運営業務、ＡＬＯＳ、ＴＲＭＭ、ＡＭＳＲ－Ｅ、ＡＤＥ
ＯＳ－２、ＥＯＩＳの運用業務を委託する行う。

1,030

1,128

1,163

準天頂測位衛星初号機の開発を行う。

1 ─

─

随意契約 ─

2

業　務　概　要

Ｈ－ⅡＡロケットＳＲＢ－Ａ　Ａ３ノズルの信頼性向上を図ることを目的として
設計変更等を行う。

─

2 （株）ＩＨＩエアロスペース

1 三菱電機（株） 陸域観測技術衛星２号の開発を行う。 7,191

支　出　先

3 三菱電機（株）

2

落札率
※支　出　額

（百万円）
入札者数



E．国際宇宙ステーション

F．宇宙輸送

G．航空科学技術

35

ＪＥＭ利用実験テーマ等の予備的実験として、短時間微小重力空間を容易
に実現できる航空機を用いた放物線飛行を実施する。

10 （株）カドコーポレーション
複合材革新的製造プロセスの研究開発に使用するハイブリッド成形による
航空機胴体模擬構造の製作を行う。

35

52

1 ─

1 ─

1 ─

9 （株）エイ・エス・アイ総研 航空機エンジン等の数値流体力学（ＣＦＤ）計算の支援を行う。

8
ダイヤモンドエアサービス
（株）

航空機搭載用風計測ライダの飛行評価実験を行う。

1 ─

業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

1 ─

航空機搭載用対気速度計較正に使用する航空機搭載用先進対気速度セ
ンサの試作を行う。

55

1 ─

1 ─

入札者数 落札率
※

7 三菱電機（株）

Ｄ－ＳＥＮＤ試験で使用する地上及び空中でのソニックブーム計測を実施
するためのブーム計測システムの設計製作を行う。

102

6 コーンズドッドウェル（株）
国産旅客機の技術研究開発に関連した飛行支援機材整備として移動用及
び固定用テレメータ装置の調達を行う。

82

風計測ライダ高高度モデルの小型化および要素試験を行う。 87

1 ─

2 富士重工業（株） Ｄ－ＳＥＮＤ＃２システムの基本設計を行なう。 396

支　出　先

5 三菱電機（株）

1 富士重工業（株）

3 スウェーデン宇宙公社

4 明星電気（株）

10 （株）コスモテック
種子島宇宙センターにおける射点系設備の日常的な維持・保全を行い、設
備の機能維持と老朽化防止を行う。

547

1 ─

気球を用いたソニックブーム計測及び供試体落下試験（Ｄ－ＳＥＮＤ ＃１）
の支援を行う。

147

Ｄ－ＳＥＮＤ＃２システムに関する詳細設計及び供試体製作に必要な装備
品の調達を行なう。

605

1 ─

随意契約 ─

9 三菱重工業（株） ＬＥ－Ｘエンジンシステムに関する研究を行う。 587 随意契約 ─

1 ─

随意契約 ─

8 （株）コスモテック
種子島宇宙センター、内之浦宇宙空間観測所の共通系施設設備の保全
運用業務を実施する。

7 （株）ＩＨＩエアロスペース ＬＮＧ推進系の研究開発を行う。 666

615

随意契約 ─

5 三菱重工業（株） ロケットの製作に必要な専用治工具等の維持を行う。 906 随意契約 ─

6 （株）ＩＨＩエアロスペース

随意契約 ─

3 三菱重工業（株）
Ｈ－ⅡＡロケットの信頼性向上を図るために必要な試験の技術データ評価
を実施する。

1,192 随意契約 ─

4 三菱重工業（株）

ロケットの製作に必要な専用治工具等の維持を行う。 689

2 三菱重工業（株） 射点系設備の中の射場点検取扱設備の保全作業等を行う。 1,268

Ｈ－ＩＩＢロケット（宇宙ステーション補給機　運用１号機用）を製作する。 1,174

1 ─

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率
※

1 （株）ＩＨＩエアロスペース

3 ─

1 ─

ＪＥＭにおいて、ＳＡＩＢＯラックを利用するフライト実験テーマ（利用テーマ）
の準備と実験の実施にかかる作業を行う。

88

ＪＥＭで使用する機器、部品及び材料等の安全性実証試験設備の運用管
理、ＮＡＳＡとの技術調整、オフガス試験データの取得を行う。

8410 （株）エイ・イー・エス

9 （財）日本宇宙フォーラム

8 （株）ＩＨＩエアロスペース ＨＴＶ運用機の多目的曝露パレットの開発を行う。 102

─

7 （株）ＩＨＩエアロスペース
温度勾配炉搭載ラック組立を打ち上げに供するための機能保全および射
場に関わる準備作業を行う。

6 （株）ＩＨＩエアロスペース ＪＥＭ与圧部共通ガス供給装置ガスボトル組立の開発を行う。 126

─109

2 ─

随意契約

ＪＥＭ水棲生物実験装置のプロトフライトモデル（ＰＦＭ）の設計・製作およ
び関連するＧＳＥ製作等を実施する。

308

イプシロンロケットの機体システム開発を行う。 1,370

随意契約 ─

随意契約

2 ─

1

落札率
※

─

1 ─

1 ─

随意契約 ─3 三菱重工業（株）

2 （株）ＩＨＩエアロスペース ＪＥＭ暴露部ポート共有実験装置の開発を行う。 535

227

4 （株）ＩＨＩエアロスペース ＪＥＭに搭載する多目的実験ラックの開発を行う。

5
ダイヤモンドエアサービス
（株）

287

支　出　先 業　務　概　要 入札者数
支　出　額
（百万円）

1 （株）ＩＨＩエアロスペース 高エネルギー電子、ガンマ線観測装置（ＣＡＬＥＴ）の基本設計を行う。 787



H．宇宙航空基盤技術の強化

I．その他の業務

J．法人共通

※同種の他の契約の予定価格を類推させるおそれがあるため非公表としている。

─

1

企画競争

─

1 ─

─

1

1

─

122

146 1

1

122

1

1

入札者数

1

140

─

随意契約筑波宇宙センター宿舎用用地を借り受ける。

種子島宇宙センター、内之浦宇宙空間観測所の共通系施設設備の保全
運用業務を実施する。

筑波宇宙センターの清掃業務を行う。

ＪＡＸＡの給与計算業務を行う。

安全・信頼性推進部業務の技術支援を行う。

─

9 宇宙技術開発（株） 調布航空宇宙センター内の電力量を監視するためのシステム整備を行う。 35 1 ─

10 （独）都市再生機構 33

40

10 ─

3 ─

56

46

1 ─

（株）コスモテック

支　出　先

1 （独）都市再生機構

4 日本社宅サービス（株）

2 日本社宅サービス（株）

（株）スペースサービス

─

2 ─

─

入札者数 落札率
※

1 ─

2 ─

1

筑波宇宙センター施設用地の一部を借受ける。 238 随意契約

電気・空気調和設備等の施設設備の運用と保全作業を行う。

職員宿舎の賃貸借契約を行う。 92

筑波在勤役職員用借上げ宿舎家賃等の支払いを行う。 126

支　出　額
（百万円）

120

78

１Ｎスラスタのエンジニアリングモデル（ＥＭ）に対して、寿命試験を負荷す
るとともにプロトタイプモデル（ＰＭ）４式を設計・製作を行う。

93

ＬＥ－Ｘエンジンシステムの研究を行う。 89

104

筑波宇宙センター展示館の「展示物構成やその展開方法・展示手法・内装
装飾など」における企画設計を行う。

ＪＡＸＡの資産管理業務の委託を行う。

随意契約

随意契約

2 ─

─

─

8 宇宙技術開発（株）

6 テスコ（株）

7 （株）セゾン情報システムズ

業　務　概　要

5

4
ＮＤＳ総合情報サービス共
同企業体

ＪＡＸＡ財務・管理系及び共通インフラ系情報システムの賃貸借・保守・回線
経費等の契約事務代行業務を委託する。

10 三菱重工業（株）

8 （株）丹青社

3

358

5
日本レコードマネジメント
（株）

7 三菱電機（株）

6 有人宇宙システム（株）

ＪＡＸＡが作成または取得する文書の登録・維持・廃棄の支援を行う。 162

陸域観測技術衛星２号（ＡＬＯＳ－２）用衛星監視支援機能の開発を行う。

9 （株）ＩＨＩエアロスペース

2
ＮＤＳ総合情報サービス共
同企業体

765

3 （財）日本宇宙フォーラム

1 日本電子計算機（株） 統合スーパーコンピュータシステムの賃貸借。 1,992

ＪＡＸＡ及び宇宙航空分野全般の広報普及活動業務を委託する。 404

ＪＡＸＡ財務・管理系・共通インフラ系情報システムの運用管理業務を委託
する。

─

入札者数 落札率
※

─

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

10 （財）日本宇宙フォーラム スペースデブリのレーダ観測、光学観測を行う。

9 （株）コスモテック
角田エンジン燃焼試験設備に係る定常的な保全作業試験支援作業を行
う。

─

1 ─

人工衛星の追跡管制運用業務及び追跡管制にかかる設備の維持業務を
行う。

1,185

165

宇宙用ＳＯＩ技術を用いて高性能版６４ｂｉｔＭＰＵの開発を行う。 176

1 ─

落札率
※

1 ─

8 三菱プレシジョン（株）

電気・空気調和設備等の施設設備の運用と保全作業を行う。 227

7 ＨＩＲＥＣ（株）
宇宙用部品の安定供給及び信頼性・品質保証を目的とした部品プログラ
ム活動を支援する。
飛行シミュレータ設備の運用に必要な航空機動特性模擬装置の製作を行
う。

135

随意契約 ─

1 ─

3 日本エアロスペース（株） ビジネスジェット機型実験用航空機の調達を行う。 562

1 宇宙技術開発（株）

6 ＨＩＲＥＣ（株）

2 （株）エイ・イー・エス

4 三菱重工業（株）

5 （株）コスモテック

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

─

ＪＥＭ船外プラットフォーム２期利用によるＥＶＡ支援ロボット実証実験（ＲＥ
ＸＪ）システムの開発を行う。

244

人工衛星等の環境試験設備等の運用業務を行う。 697

2 ─

1 ─


	交付金

